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西市民病院（市街地西部の中核病院）のあり方検討に係る有識者会議開催要綱 

令和２年６月 25日 

健康局長決定 

（趣旨） 

第１条 市の将来的な医療需要及び医療提供体制や,西市民病院が抱える課題等を踏まえ,西市民

病院の今後の市街地西部の中核病院としてのあり方を検討するにあたり，専門的な見地及び市

民の立場から幅広く意見を求めることを目的として，西市民病院（市街地西部の中核病院）の

あり方検討に係る有識者会議（以下「会議」という。）を開催する。 

（委員） 

第２条 会議に参加する委員は，次に掲げる者のうちから，市長が委嘱する。 

 (1) 学識経験を有する者 

 (2) 専門的知識を有する者 

(3) 市民代表 

 (4) 前３号に掲げる者のほか，市長が特に必要があると認める者 

２ 前項の規定にかかわらず,市長は,特定の事項について専門的知識を有する者を臨時委員とし

て委嘱することができる。 

 （任期） 

第３条 委員の任期は，令和４年３月 31日までとする。ただし，補欠の委員の任期は，前任者の

残任期間とする。 

（座長の指名等） 

第４条 健康局長は，委員の中から座長を指名する。 

２ 座長は，会の進行をつかさどる。 

３ 健康局長は，座長に事故があるとき，又は座長が欠けたときは，前項の職務を代行する者を

指名する。 

（会議の公開） 

第５条 会議は，これを公開とする。ただし，次のいずれかに該当する場合で，健康局長が公開

しないと決めたときは，この限りでない。 

(1) 神戸市情報公開条例（平成 13 年神戸市条例第 29 号）第 10 条各号に該当すると認められる情

報について意見交換を行う場合 

(2) 会議を公開することにより公正かつ円滑な会議の進行が著しく損なわれると認められる場合 

２ 会議の傍聴については，神戸市有識者会議傍聴要綱（平成 25年３月 27 日市長決定）を適用

する。 

 （関係者の出席） 

第６条 健康局長は，必要があると認めるときは，会議への関係者の出席を求め，説明又は意見

を聴くことができる。 

（施行細目の委任） 

第７条 この要綱に定めるもののほか，会議の開催に必要な事項は，健康局副局長が定める。 

   附 則（令和２年６月 25 日決裁） 

 （施行期日） 

１ この要綱は，令和２年６月 25日より施行する。 

資料２ 



 （要綱の失効） 

２ この要綱は，令和 4年３月 31日限り，その効力を失う。 



西市民病院（市街地西部の中核病院）の 

あり方検討に係る有識者会議について 

 

 

１ あり方検討を行う趣旨 

西市民病院は昭和 45 年１月に現在の位置に開院し、施設の増改築等を繰り返しながら地

域の医療需要を踏まえた対応を実施してきたが、今後の医療機能の進歩等への対応におい

ては施設が狭隘化していることに加え、一部の建物では竣工から約 30 年が経過するなど施

設の老朽化も課題となっている。 

今後、人口減少や高齢化の進展及び外国人数の増加等が予測される中で、西市民病院が

市街地西部（兵庫区・長田区・須磨区本区）の中核病院として、どのような役割を担ってい

くべきか方向性を示していく必要がある。 

 このことから、神戸市の将来的な医療需要及び医療提供体制や、西市民病院が抱える課

題等を踏まえ、今後の市街地西部の中核病院としてのあり方について検討を行う。 

 

 

２ スケジュール 

 

開催時期（予定） 回 主な議題 

令和２年８月５日 第１回 
・有識者会議開催の趣旨・スケジュール 

・神戸医療圏（市街地西部）の状況及び西市民病院の現状と課題 

令和２年10月30日 第２回 
・市街地西部における中核病院の役割① 

総論：政策的医療、５疾病、４事業等 

令和２年 12 月 第３回 
・市街地西部における中核病院の役割② 

各論：必要な診療機能、診療科、病床数、再整備の方向性等 

令和３年２月 第４回 ・中間報告書（案）について 

令和３年度  
・第４回までの議論を踏まえ、再整備の方針を具体的に検討 

（数回開催予定） 
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神戸医療圏（市街地西部）の状況

及び西市民病院の現状と課題

資料４
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Ⅰ. 神戸市の地域医療の概況
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1. 人口の動向 （1）日本の将来推計人口

• 日本の人口は減少局面に入っている。2065年（令和42年）には総人口は9,000

万人を割り込み、高齢化率は38％台の水準になる見込みとなっている。

出典：厚生労働省「平成29年度日本の将来推計人口の概要」
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市街地西部神戸市

1. 人口の動向 （2）市内の将来推計人口

• 令和2年（2020年）6月30日現在の市の人口は約153万人であり、平成23年

（2011年）をピークに減少に転じ、今後も減少する見込みとなっている。

出典：令和2年3月 神戸市地域医療需要等調査
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神戸市

出典：令和2年3月 神戸市地域医療需要等調査

1. 人口の動向 （3）市内の将来推計高齢化率

• 市全体及び市街地西部の高齢化率は、増加する見込みとなっている。

• 令和22年（2040年）以降の高齢化率は、全市と市街地西部がほぼ同率になる。
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① 死因別死亡数（平成30年）
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死因 死亡数

悪性新生物 4,545 

心疾患 2,206

老衰 1,107

脳血管疾患 1,098

肺炎 963

誤嚥性肺炎 526

事故 515

腎不全 295

認知症 279

自殺 225

糖尿病 171

その他 3,505

計 15,435 出典：厚生労働省「平成30年人口動態統計」
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糖尿病 1.1%

その他 22.7%

② 死因別死亡割合（平成30年）

1. 人口の動向 （4）市内の死因別死亡数・死亡割合

• 悪性新生物（がん）が死因の3割程度を占め、5疾病が全体の半数を占めている。
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出典：平成29年3月 厚生労働省「平成29年患者調査」
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2. 受療動向 （1）市内の年齢階級別推計入院患者数

• 年齢階級別推計入院患者数は、65歳以上で急激に増加し、全体の75.8％を占

めている。
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神戸市

出典：令和2年3月 神戸市地域医療需要等調査

2. 受療動向 （2）将来推計病院入院患者数

• 地域医療構想における必要病床数を踏まえると、将来推計病院入院患者数

は、市全体では令和12年（2030年）に、市街地西部では令和7年（2025年）

にピークを迎える見込みとなっている。
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神戸市

出典：令和2年3月 神戸市地域医療需要等調査

2. 受療動向 （3）将来推計病院外来患者数

• 地域医療構想における必要病床数を踏まえると、将来推計病院外来患者数

は、市全体ではほぼ横ばいで推移し、市街地西部では令和27年（2045年）

には令和2年（2020年）と比較して約1割減少する見込みとなっている。
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出典：兵庫県地域医療構想、兵庫県病床機能報告

3. 医療供給の状況 （1）地域医療構想における必要病床数

• 兵庫県が策定した地域医療構想によると神戸医療圏では、令和7年（2025年）

に向けて急性期病床を減少させ、回復期病床を増加させることが求められて

いる。



11出典：兵庫県「平成30年度病床機能報告」

3. 医療供給の状況 （2）病床の配置
• 市内の病床の約3割が中央区に集中している。
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⻄区

須磨区

⻑⽥区

北区

兵庫区

中央区
東灘区灘区

高度急性期

急性期

回復期

慢性期



12出典：兵庫県「平成30年度病床機能報告」

3. 医療供給の状況 （2）病床の配置（急性期）

• 市内の高度急性期病床の87.3％、急性期病床の23.2％が中央区に集中している。

⻄市⺠病院
⾼度急性期 20
急性期 338

神⼾アイセンター病院
急性期 30

中央市⺠病院
⾼度急性期 750

⻄神⼾医療センター
⾼度急性期 33
急性期 392

高度急性期

急性期

垂水区

⻄区

須磨区

⻑⽥区

北区

兵庫区

中央区
東灘区灘区



3. 医療供給の状況 （2）病床の配置（急性期・市街地西部）

• 市街地西部の急性期医療は、西市民病院が中核病院として、専門病院を含む

周辺の医療機関と役割分担し対応している。

須磨区

中央区

兵庫区

三菱神⼾病院
急性期 188

神⼾百年記念病院
急性期 149

野村海浜病院
急性期 116

新須磨病院
⾼度急性期 6
急性期 93

野瀬病院
急性期 30

⻄市⺠病院
⾼度急性期 20
急性期 338

神⼾朝⽇病院
急性期 100

川崎病院
⾼度急性期 52
急性期 173

神⼾ゆうこう病院
（現︓神⼾⼤⼭病院）
急性期 36

吉⽥病院
⾼度急性期 12
急性期 71

神⼾協同病院
急性期 119

髙橋病院
急性期 112

新⻑⽥眼科病院
急性期 20

公文病院
急性期 60

⻑⽥区

神⼾

13出典：兵庫県「平成30年度病床機能報告」

高度急性期

急性期
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① 新規入棟患者数【市内DPC対象病院】
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出典：兵庫県「平成30年度病床機能報告」（H29.7～H30.6実績）

（人）

3. 医療供給の状況 （3）市内病院の実績（H29.7～H30.6）

• 西市民病院の新入棟患者数は市内で4番目に多く、市街地西部では最も多く

なっている。

【参考】H30.7～R1.6実績

12,428

※新規入棟患者数とは、平成29年7月1日～平成30年6月30日の1年間に当該病棟に新しく入院した患者及び院内の他病棟からの転棟患者をいう。
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出典：兵庫県「平成30年度病床機能報告」（H29.7～H30.6実績）
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② 新規入棟患者数【市街地西部の急性期病床をもつ病院】

3. 医療供給の状況 （3）市内病院の実績（H29.7～H30.6）

【参考】H30.7～R1.6実績

12,428

※1：新規入棟患者数とは、平成29年7月1日～平成30年6月30日の1年間に当該病棟に新しく入院した患者及び院内の他病棟からの転棟患者をいう。
※2：荻原整形外科病院（中央区）と荻原みさき病院（兵庫区）が統合され、長田区に新病院を開設予定
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③ 在棟患者延べ数【市内DPC対象病院】
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• 西市民病院の在棟患者延べ数は市内で4番目に多く、市街地西部では最も多

くなっている。
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【参考】H30.7～R1.6実績

115,471

3. 医療供給の状況 （3）市内病院の実績（H29.7～H30.6）

出典：兵庫県「平成30年度病床機能報告」（H29.7～H30.6実績）

※在棟患者延べ数とは、平成29年7月1日～平成30年6月30日の1年間に毎日24時現在で当該病棟に在棟していた患者の延べ数をいう。
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出典：兵庫県「平成30年度病床機能報告」（H29.7～H30.6実績）

（人）

13,906 

31,607 

45,046 

85,448 

49,585 
54,645 

23,422 

116,664 

28,196 

51,966 

29,575 

40,974 

845 

42,453 
48,386 

27,774 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

④ 在棟患者延べ数【市街地西部の急性期病床をもつ病院】
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【参考】H30.7～R1.6実績

115,471

3. 医療供給の状況 （3）市内病院の実績（H29.7～H30.6）

※1：在棟患者延べ数とは、平成29年7月1日～平成30年6月30日の1年間に毎日24時現在で当該病棟に在棟していた患者の延べ数をいう。
※2：荻原整形外科病院（中央区）と荻原みさき病院（兵庫区）が統合され、長田区に新病院を開設予定
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（件）

⑤ 救急車受入件数【市内DPC対象病院】

• 西市民病院の救急車受入件数は市内で5番目に多く、市街地西部では最も多

くなっている。
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出典：兵庫県「平成30年度病床機能報告」（H29.7～H30.6実績）

【参考】H30.7～R1.6実績

3,835

3. 医療供給の状況 （3）市内病院の実績（H29.7～H30.6）
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出典：兵庫県「平成30年度病床機能報告」（H29.7～H30.6実績）
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⑥ 救急車受入件数【市街地西部の急性期病床をもつ病院】

【参考】H30.7～R1.6実績

3,835

3. 医療供給の状況 （3）市内病院の実績（H29.7～H30.6）

※荻原整形外科病院（中央区）と荻原みさき病院（兵庫区）が統合され、長田区に新病院を開設予定
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出典：神戸消防の動き（令和元年版消防白書）

4. 分野別の状況 （1）救急医療

搬送人員数の推移

• 市内の搬送人員数は年々増加傾向にあり、搬送人員数を傷病別にみると、

各年とも中等症以上が約4割を占めている。

死亡 22 26 15 454 516 441 408 468 464 433

重篤 1,385 1,505 1,585 1,132 1,063 1,069 1,077 1,028 1,030 1,080

重症 2,552 2,583 2,622 2,315 2,360 2,482 2,414 2,351 2,425 2,365

中等症 20,840 22,912 23,387 23,133 23,332 23,935 23,992 24,787 25,604 26,630

軽症 30,582 33,398 34,978 36,106 37,885 37,501 37,164 39,963 40,696 44,010

その他 1 1

（人）
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① 主たる診療科を小児科とする病院に
勤務する医師数の推移

② 一般小児医療を行う病院数の推移

出典：厚生労働省「医療施設調査」出典：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

（人） （箇所）

4. 分野別の状況 （2）小児医療

• 市内の病院に勤務する小児科医師数は平成28年をピークに減少しており、

一般小児医療を担う病院数も減少傾向にある。
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• 輪番病院の減少による輪番の空白日増加が課題

• 市街地西部では、西市民病院が唯一小児二次救急輪番に対応

③ 小児救急医療体制

初期救急
神戸こども初期急病センター
神戸市医師会西部休日急病診療所

二次救急 西市民病院、西神戸医療センター等の６病院による輪番制

三次救急 県立こども病院、中央市民病院、神戸大学医学部附属病院

4. 分野別の状況 （2）小児医療

• 初期から三次までの医療機関の役割分担を踏まえ、将来にわたり持続可能

な体制を確保するための取り組みを進めている。
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① 主たる診療科を産婦人科・産科とする
病院に勤務する医師数の推移

出典：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

所在区 病院 診療所

東灘区 六甲アイランド甲南病院 3か所

灘区 2か所

中央区

中央市民病院
神戸大学医学部附属病院
母と子の上田病院
パルモア病院
県立こども病院

北区
神戸アドベンチスト病院

済生会兵庫県病院
3か所

兵庫区 1か所

長田区 西市民病院

須磨区（本区） 3か所

須磨区（北須磨） 神戸医療センター

垂水区 1か所

西区
西神戸医療センター

なでしこレディースホスピタル
3か所

② 分娩取扱医療機関

出典：兵庫県産婦人科学会ホームページ

（人）

84 
88 

97 
104 

92 

0

20

40

60

80

100

120

平成22年 平成24年 平成26年 平成28年 平成30年

4. 分野別の状況 （3）周産期医療

• 市内の病院に勤務する産婦人科・産科医師数は平成28年をピークに減少してお

り、市街地西部で分娩を取り扱う病院は、西市民病院のみとなっている。
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災害拠点病院 災害対応病院

市内
指定病院

基幹
• 兵庫県災害医療センター（中央区）

• 神戸赤十字病院（中央区）

• 甲南医療センター（東灘区）

• 川崎病院（兵庫区）

• 西市民病院（長田区）

• 済生会兵庫県病院（北区）

• 神戸掖済会病院（垂水区）

• 西神戸医療センター（西区）

地域
• 中央市民病院（中央区）

• 神戸大学医学部附属病院（中央区）

主な

指定要件

• 24時間緊急対応可能な体制を有する

• DMATを保有し、派遣体制がある

• 救命救急センター又は第二次救急医療機関

• 通常時の6割程度の発電容量の自家発電等
を保有し、3日分程度の備蓄燃料を確保

• 食料・飲料水・医薬品等を3日分程度備蓄

• ヘリコプターの離発着場を有する

• 第二次救急医療機関

• 概ね300床以上の病床数

• 兵庫県広域災害・救急医療情報システム
を導入している

4. 分野別の状況 （4）災害医療

• 災害拠点病院は中央区に集中している。
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特定感染症
指定医療機関

第一種感染症
指定医療機関

第二種感染症
指定医療機関

県内指定
医療機関

• 中央市民病院

• 加古川医療センター

• 中央市民病院

• 西神戸医療センター

• 尼崎総合医療センター

• 加古川医療センター

ほか9病院

概要

• 新感染症、一類感染
症、二類感染症に係る
医療を行う

• 厚生労働大臣が指定

• 全国に4医療機関

• 一類感染症、二類感染
症に係る医療を行う

• 都道府県知事が指定

• 原則都道府県に1か所

• 二類感染症に係る医療
を行う

• 都道府県知事が指定

• 原則二次医療圏に1か所

4. 分野別の状況 （5）感染症医療

• 市内の感染症病床がある医療機関は、中央市民病院（第一種２床、第二種：

感染症病床８床）及び西神戸医療センター（第二種：結核病床50床）のみと

なっている。

① 感染症指定医療機関について
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② 市内の新型コロナウイルス感染症患者の発生状況

イ）感染者数の推移 ウ）入院・入居中患者数と重症患者数の推移

ア）患者発生総数 450人（令和2年7月31日現在）

4. 分野別の状況 （5）感染症医療
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中央市民病院 西市民病院 西神戸医療センター

対応状況
新型コロナウイルス感染症
重症等特定病院として、重症
患者を中心に医療を提供

感染症対策加算１病院とし
て、軽症・中等症患者への医
療を提供

感染症対策加算１病院とし
て、軽症・中等症患者への
医療を提供

重症患者 受入可能（最大34床） - -

中等症・軽症患者
（受入可能）
重傷者を中心に対応

受入可能 受入可能

帰国者・接触者外来 2月5日～ 設置 3月23日～ 設置 3月11日～ 設置

３病院間の連携

• 中央市民病院における病床数逼迫時の病床確保（中等症・軽症者）
• 遠隔医療システムを導入による、西市民病院や西神戸医療センターの医師が診療デー

タを中央市民病院の集中治療医・呼吸器内科医と共有し、適時必要なコンサルテーショ
ンを行うことができる連携体制の構築

イ）対応実績

4. 分野別の状況 （5）感染症医療

③ 市民病院機構３病院の新型コロナウイルス感染症への対応状況

ア）入院患者総数（令和2年7月31日現在）

中央市民病院 西市民病院 西神戸医療センター 計

144人 29人（ピーク時9人） 36人 209人

市内患者発生総数（再掲）

450人
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4. 分野別の状況 （5）感染症医療

③ 市民病院機構３病院の新型コロナウイルス感染症への対応状況

エ）休止した病床数の推移（確保した病床数を除く）

西神戸 6 6 14 14 88 88 80 31 31

西 0 0 0 53 53 53 53 50 0

中央 8 89 133 133 133 133 371 371 371

3病院計 14 95 147 200 274 274 504 452 402

（床）
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～4/5 ～4/12 ～4/19 ～4/26 ～5/3 ～5/10 ～5/17 ～5/24 ～5/31
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患者対応の様子（中央市民病院）

帰国者・接触者外来（西市民病院）

オ）対応状況（写真）

4. 分野別の状況 （5）感染症医療

③ 市民病院機構３病院の新型コロナウイルス感染症への対応状況

帰国者・接触者外来（西神戸医療センター）



Ⅱ. 西市民病院の現状と課題

31
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名称 神戸市立医療センター西市民病院

住所 神戸市長田区一番町2丁目4番地

病床数
358床
（うち救急9床、HCU7床、身体合併4床、未熟児2床、地域包括ケア37床）

診療科目・部門

内科（消化器内科、呼吸器内科、血液内科、循環器内科、腎臓内科、糖尿病・内分泌内科、脳神
経内科、リウマチ・膠原病内科）、総合内科、臨床腫瘍科、精神・神経科、小児科、外科、消化器
外科、呼吸器外科、乳腺外科、血管外科、整形外科、脳神経外科、リハビリテーション科、皮膚科、
泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、歯科口腔外科、麻酔科、放射線科、病理診断科、認知
症疾患医療部、救急総合診療部

職員数
774人（令和2年4月1日現在、非正規職員を含む）
うち医師・歯科医師116人、看護師434人

基本理念
神戸市立医療センター西市民病院は、地域の中核病院として、市民の生命と健康を守るために、
安全で質の高い心のこもった医療を提供します。

基本方針

（1）患者さんの人権を尊重し、患者中心のチーム医療を推進します。
（2）医療安全体制の充実を図り、患者さん及び職員の安全確保に努めます。
（3）救急医療の充実を図り、災害時の医療にも備えます。
（4）高度・専門医療を充実させ、市民病院として地域医療に貢献します。
（5）地域社会との連携を強化し、在宅医療を支援します。
（6）医療従事者の職務の研鑚を深め、医療水準の向上に努めます。
（7）職員の経営参画意識を高め、病院の健全な財政運営に努めます。

1. 病院概要
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年 月 概 要

大正13（1924）年3月 市立神戸診療所（長田区三番町）として発足

昭和3（1928）年4月 市立神戸市民病院と改称

昭和28（1953)年10月
本院（50床）を生田区加納町に新築移転し、
従来の病院は市立中央市民病院長田分院と改称（101床）

昭和32（1957)年4月 市立長田市民病院と改称

昭和45（1970)年1月 現在の位置に市立西市民病院開院（300床）

昭和52（1977)年4月 全床開設（370床）

平成3 (1991)年12月 北館増築工事竣工

平成7（1995）年1月 阪神・淡路大震災により本館全壊

平成11 (1999)年9月 本館竣工、10月より一部診療開始（88床）

平成12 (2000)年5月 全館開院（358床）

平成21 (2009)年4月 地方独立行政法人神戸市民病院機構へ移行

平成24 (2012)年4月 兵庫県がん診療連携拠点病院に準じる病院に認定

平成25 (2013)年11月 地域医療支援病院として承認

平成27 (2015)年1月 神戸市災害対応病院に指定

平成29 (2017)年3月 東館竣工

平成30（2018）年10月 認知症疾患医療センターの開設

2. 沿革
• 神戸市の市民病院は、大正13年3月に長田区において発足した。

• 西市民病院は現在の位置に昭和45年1月に300床で開院後、阪神・淡路大震災で

本館が全壊し、平成12年5月に全館開院した。
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救急導線

一般導線

東館（築3年）

平成29(2017)年竣工
鉄骨造
1～6階 932.63㎡

北館（築29年）

平成3(1991)年竣工
鉄骨鉄筋コンクリート造
B1～8階 5,637.07 ㎡

本館（築21年）

平成11(1999)年竣工
鉄骨鉄筋コンクリート造
B2～11階 21,988.96 ㎡

西館（築10年）

平成22(2010)年竣工
鉄骨造
1～2階 178.86㎡

トリアージ（築13年）

平成19(2007)年竣工
鉄骨造
1階 26.49㎡

3. 施設の状況
• 西市民病院は、施設の増改築を幾度と行っており、敷地に空きスペースがない。
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4. 職員数の推移

• 現在の職員数は、平成12年度の全館開院時の約1.5倍となっており、施設が

狭隘化している。
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※各年度3月末現在の数値。非正規職員、専攻医・研修医は含まない。
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空調機械
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5. 老朽化・狭隘化の課題

（1）老朽化の課題

• 病院は24時間体制で稼働しており、他の公共施設に比べ施設の老朽化

の進行が早い傾向にある。

• 特に北館は築29年が経過し、排水設備の老朽化が著しい。医療機能を

持続させながら、各所老朽化設備の応急対応を実施している。

• 今後も安定して医療を提供するためには、継続的な部分営繕に加え、

躯体保護・各種設備の大規模改修（大規模投資）が必要となる。

経年によりメーカーのパーツ製造が既に停止
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(※1)2010～2018年に竣工した、専ら急性期医療を対象とした病床数が300～400床までの医療施設16件の平均値
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近年の平均値※1 西市民病院 西神戸医療センター 中央市民病院

（㎡）

① 1病床あたりの延床面積比較

• 近年の医療の高度化・複雑化への対応のため、施設の増改築や職員
の増員を進めてきたが、延床面積が不足している。

• 建物を増築する空地がなく、今後の医療ニーズへの対応が困難。

（2）狭隘化の課題

5. 老朽化・狭隘化の課題
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（㎡）

外来 診療 病棟 管理 供給 共用動線

88.3㎡

68.7㎡

※1：山下設計病院建築プロジェクトチーム『病院建築スペシャリストへの道』,建築技術,2016 を用いて算出

※2：診療には、検査、画像診断、手術等を含む

38

② 医療行為分類ごとの面積比較

5. 老朽化・狭隘化の課題

（2）狭隘化の課題

※2
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③ 高度医療機器の設置数

中央市民
病院

西市民
病院

西神戸
医療センター

CT 7 2 2

MRI 3 1 2

アンギオ 8 1 2

ガンマカメラ 2 0 2

PET-CT 4 0 1

リニアック 3 0 1

ダヴィンチ 2 1 1

リニアック（放射線治療）

PET-CT（放射線診断）

• リニアックやPET-CT等、がん治療に不可欠な高度医療機器が未導入。

5. 老朽化・狭隘化の課題

（2）狭隘化の課題
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（1）入院患者居住地の内訳

6. 患者居住地

• 西市民病院の患者居住地は、ほとんどが市内であり、区別で見ると入院患

者の80.3％、外来患者の80.8％が市街地西部となっている。

（2）区別入院患者数

（3）外来患者居住地の内訳
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（4）区別外来患者数

※平成30年度実績

東灘区 0.4%
灘区 0.3%

中央区 1.7%

北区 2.4%

兵庫区

22.6%

長田区

44.7%

須磨区本区 13.0%

須磨区北須磨 6.3%

垂水区 5.9%

西区 0.9%

神戸市外 1.2% 兵庫県外 0.6%

東灘区 0.6%
灘区 0.6%

中央区 2.0%

北区 2.4%
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23.3%

長田区
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（3）病床利用率

(％)

7. 主な診療状況の推移

• 新入院患者数、延外来患者数、平均在院日数、病床利用率のいずれも令和

元年度実績は前年度実績を上回っている。
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3,500

4,000

H27 H28 H29 H30 R1

（8）救急車搬送受入件数

(件)

14,650 
14,235 

13,967 

15,009 

15,710 

13,000

13,500

14,000

14,500

15,000

15,500

16,000

H27 H28 H29 H30 R1

（7）救急患者総数

(人)

46.7

53.0 53.4

57.8 57.9

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

H27 H28 H29 H30 R1

（5）紹介率

(％)

89.2

101.1

104.8

101.4

108.0

85.0

90.0

95.0

100.0

105.0

110.0

H27 H28 H29 H30 R1

（6）逆紹介率

(％)

7. 主な診療状況の推移

• 紹介率、逆紹介率、救急患者総数、救急車搬送受入件数のいずれも令和元

年度実績は前年度実績を上回っている。
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2,899 
3,032 

2,930 

2,978 

3,251 

2,500

2,700

2,900

3,100

3,300

3,500

H27 H28 H29 H30 R1

（10）手術件数

(件)

445 432
482 477 476

215
189

210
163

173

H27 H28 H29 H30 R1

（11）小児（15歳以下）救急患者数

救急外来患者数 救急入院患者数 （人)

552
479 440

385 408

128 111
76 86 86

H27 H28 H29 H30 R1

（12）分娩件数

分娩件数 帝王切開 (件)

68.3

60.3
63.1

80.1 81.7

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

H27 H28 H29 H30 R1

（9）救急車応需率

(％)

7. 主な診療状況の推移

• 救急車応需率、手術件数、分娩件数の令和元年度実績は、前年度実績を上

回っている。



102 104 104 104 
110 

103 
108 108 109 112 

0

20

40

60

80

100

120

140

H27 H28 H29 H30 R1
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8. 主な経営指標の推移

• 収支は平成27年から赤字が続いており、経営改善に努めている。

• 令和元年度は入院・外来単価どちらも増加し、赤字幅は縮小している。

（億円、％）

(1) 経常収支・経常収支比率

53,385 
53,698 

52,759 

53,027 

55,246 

52,000

53,000

54,000

55,000

56,000

H27 H28 H29 H30 R1

（3）入院単価

(円)

13,628 

14,732 14,650 
14,947 15,139 

13,000

14,000

15,000

16,000

H27 H28 H29 H30 R1

（4）外来単価

(円)

(2) 収益・費用

（億円）

98.1 96.5 96.1 95.6 98.0

経常収支比率

▲ 1.9
▲ 3.7 ▲ 4.2 ▲ 4.8

▲ 2.3

H27 H28 H29 H30 R1

経常損益

収益 費用
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9. 連携登録医

（1）連携医登録医療機関件数（令和2年7月7日現在）

• 地域医療連携を円滑に行うため、地域医療機関に連携医登録をお願いして

おり、兵庫区・長田区を中心に、市内501か所の医療機関の655名の医師が

登録されている。

（2）区別の連携登録医数（令和2年7月7日現在）

医療機関件数 医師数

501件 655名

31 25

91

53

114 115

69 67

47 43

東
灘
区

灘
区

中
央
区

北
区

兵
庫
区

長
田
区

須
磨
区
本
区

須
磨
区
北
須
磨

垂
水
区

西
区

（人）
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2 26 26

115
85

126

353

258

405

0

100

200

300

400

500

Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

（3）診療科別（令和元年度）（2）言語別（令和元年度）

（1）医療通訳実施件数の推移 （件）

10. 医療通訳実施件数

• 医療通訳実施件数は増加傾向にあり、ベトナム人が産婦人科を受診する

ケースが多い。

ベトナム語300件

中国語50件

英語10件

タガログ語9件
スペイン語9件 その他1件

産婦人科269件

外科40件

小児科15件

消化器内科14件

腎臓内科11件
整形外科10件 その他37件
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（1）外国人数（各年3月末日の数値） （2）区別ベトナム人数（令和2年3月現在）

（人）

1,036 

476 

1,337 

269 

1,953 

1,544 

133 68 124 

673 

東
灘
区

灘
区

中
央
区

北
区

兵
庫
区

長
田
区

須
磨
区
本
区

須
磨
区
北
須
磨

垂
水
区

西
区

（人）

43,769 
45,137 

46,576 47,802 49,110 

16,988 16,610 16,270 15,904 
16,243 

12,574 12,880 13,090 13,187 13,504 

3,896 
4,955 6,039 6,978 7,613 

1,057 1,124 1,176 1,305 
1,421 

平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和2年

総数 韓国 中国 ベトナム フィリピン

【参考】市内の外国人数

• 市の外国人数は年々増加しており、特にベトナム人の増加が著しく、区別

に見ると兵庫区と長田区で全体の45％を占めている。



※3つ以内で回答
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11. 患者満足度調査結果 当院に望む医療機能

• 令和元年度は入院・外来患者どちらも５疾病治療が最も多く、次いで専門

医療、救急医療が多くなっている。

5疾病治療

専門医療

救急医療

緩和ケア

小児医療

周産期医療

最先端医療

その他

令和元年度 平成30年度 平成29年度

入院 外来

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%
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• 団塊の世代が全て後期高齢者となる令和7年（2025年）に向け、効率的な医療

提供体制を実現するため、各都道府県において「地域医療構想」を策定

• さらに各公的医療機関において「公的医療機関等2025プラン」を策定してお

り、西市民病院の概要は以下のとおり

地域において
今後担うべき
役割

• 24時間体制での救急医療の提供

• 安定的な小児・周産期医療の提供

• 神戸市災害対応病院として市民の安全を確保

• 地域医療機関と連携した５疾病に対する専門医療の提供

• 地域包括ケアシステム推進への貢献

今後持つべき
病床機能

• 病院間の連携強化による救急医療、感染症医療、災害医療等の政策的医
療の充実

• 急性期病床の最大限活用・維持

その他見直す
べき点

• 地域医療機関等との連携強化をはじめ、優秀な人材の確保、財政基盤の
安定化への取り組み

12. 地域医療構想における役割



神戸市内急性期病院の配置図（DPC対象26病院）

神⼾百年記念病院

川崎病院

吉田病院⻄市⺠病院

＜拡⼤図別紙＞

⻄神⼾医療センター
病床数 475
⾼度急性期 33
急性期 392
回復期
慢性期

真星病院
病床数 161
⾼度急性期
急性期 40
回復期 26
慢性期 95

神⼾中央病院
病床数 350
⾼度急性期 6
急性期 262
回復期 60
慢性期 22

神⼾ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｽﾄ病院
病床数 116
⾼度急性期
急性期 78
回復期 38
慢性期

済生会兵庫県病院
病床数 262
⾼度急性期 21
急性期 185
回復期 56
慢性期

恒生病院
病床数 105
⾼度急性期 55
急性期
回復期 50
慢性期

神⼾労災病院
病床数 360
⾼度急性期 7
急性期 303
回復期 50
慢性期

神⼾海星病院
病床数 176
⾼度急性期
急性期 176
回復期
慢性期

神⼾掖済会病院
病床数 276
⾼度急性期 8
急性期 268
回復期
慢性期

神⼾徳洲会病院
病床数 279
⾼度急性期 8
急性期 192
回復期 40
慢性期 39

甲南病院
（現:甲南医療センター）

病床数 260
⾼度急性期
急性期 196
回復期 42
慢性期 22

六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ甲南病院
病床数 267
⾼度急性期 8
急性期 225
回復期 34
慢性期

中央市⺠病院
病床数 768
⾼度急性期 750
急性期
回復期
慢性期

神鋼記念病院
病床数 333
⾼度急性期 6
急性期 327
回復期
慢性期

⻄病院
病床数 84
⾼度急性期
急性期 28
回復期 32
慢性期 24

神⼾⾚⼗字病院
病床数 310
⾼度急性期 10
急性期 300
回復期
慢性期

兵庫県⽴こども病院
病床数 275
⾼度急性期 275
急性期
回復期
慢性期

結核 50

感染症 10
MPU 8

がん1
小児2 災害3

地 域 臨 床
感染2周産3

地 域 臨 床がん3 がん3小児2 災害3
地 域 臨 床

周産2 周産3

がん3 地 域

がん3

災害3 臨 床

認 知
がん3周産3

小児2 臨 床

がん2 地 域 臨 床災害1 がん3 地 域 臨 床周産1 地 域

がん1

救 命
周産1 災害2

地 域
臨 床

感染2感染1

臨 床災害3 地 域 臨 床

臨 床

小児2

小児1

＜凡 例＞
救命救急センター
小児中核病院
小児地域医療センター
総合周産期⺟⼦医療センター
地域周産期⺟⼦医療センター
周産期医療協⼒病院
基幹災害拠点病院
地域災害拠点病院
災害対応病院
感染症指定病院（1種）
感染症指定病院（2種）
国指定地域がん診療連携拠点病院
県指定地域がん診療連携拠点病院
がん診療連携準拠点病院
地域医療⽀援病院
臨床研修病院
認知症疾患医療センター

大学病院本院群 DPC特定病院群
DPC標準病院群

※円の大きさは病床数を表す

がん1
がん2

小児1
救 命

周産1

災害1
災害2
災害3

地 域

臨 床

感染2

認 知

感染1

がん3

周産2
周産3

小児2

神⼾大学医学部
附属病院
病床数 888
⾼度急性期 888
急性期
回復期
慢性期

がん1

救 命 周産1 災害2

認 知 臨 床

小児1

神⼾医療センター
病床数 302
⾼度急性期 56
急性期 246
回復期
慢性期

がん2 地 域 臨 床周産3

出典︓兵庫県「平成30年度病床機能報告」,令和2年3月 神⼾市地域医療需要等調査

新須磨病院

髙橋病院

三菱神⼾病院

市境は地理院地図（国⼟地理院ウェブサイト）を加⼯して作成

資料５



兵庫区
⻑⽥区

須磨区

中央区

垂水区

新須磨病院
病床数 147
⾼度急性期 6
急性期 93
回復期 48
慢性期

髙橋病院
病床数 112
⾼度急性期
急性期 112
回復期
慢性期

神⼾百年記念病院
病床数 199
⾼度急性期
急性期 149
回復期 50
慢性期

がん3

臨 床 認 知

神戸市内急性期病院の配置図（市街地西部の急性期病床をもつ病院）

⻄市⺠病院
病床数 358
⾼度急性期 20
急性期 338
回復期
慢性期

川崎病院
病床数 278
⾼度急性期 52
急性期 173
回復期 53
慢性期

災害3 地 域
臨 床 認 知

がん3周産3 災害3 地 域 臨 床がん3

＜凡 例＞
救命救急センター
小児中核病院
小児地域医療センター
総合周産期⺟⼦医療センター
地域周産期⺟⼦医療センター
周産期医療協⼒病院
基幹災害拠点病院
地域災害拠点病院
災害対応病院
感染症指定病院（1種）
感染症指定病院（2種）
国指定地域がん診療連携拠点病院
県指定地域がん診療連携拠点病院
がん診療連携準拠点病院
地域医療⽀援病院
臨床研修病院
認知症疾患医療センター

大学病院本院群 DPC特定病院群
DPC標準病院群 DPC対象外病院

※円の大きさは病床数を表す

がん1
がん2

小児1
救 命

周産1

災害1
災害2
災害3

地 域

臨 床

感染2

認 知

感染1

がん3

周産2
周産3

小児2

荻原みさき病院
【参考】
病床数 94
⾼度急性期
急性期
回復期 60
慢性期 34

神⼾大⼭病院
病床数 71
⾼度急性期
急性期 36
回復期 35
慢性期

野村海浜病院
病床数 176
⾼度急性期
急性期 116
回復期
慢性期 60

新⻑田眼科病院
病床数 20
⾼度急性期
急性期 20
回復期
慢性期

野瀬病院
病床数 90
⾼度急性期
急性期 30
回復期 30
慢性期 30

神⼾協同病院
病床数 167
⾼度急性期
急性期 119
回復期 48
慢性期

公文病院
病床数 111
⾼度急性期
急性期 60
回復期
慢性期 51

神⼾朝⽇病院
病床数 134
⾼度急性期
急性期 100
回復期 34
慢性期

荻原整形外科病院
【参考】
病床数 52
⾼度急性期
急性期 52
回復期
慢性期

吉田病院
病床数 139
⾼度急性期 12
急性期 71
回復期 56
慢性期

三菱神⼾病院
病床数 188
⾼度急性期
急性期 188
回復期
慢性期

出典︓兵庫県「平成30年度病床機能報告」,令和2年3月 神⼾市地域医療需要等調査 区の境界は参考

北区

垂水区

神⼾大学医学部
附属病院

神⼾医療センター

資料５






